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◆新型コロナウイルスとは

新型コロナウイルス感染症は、現在、国際的に深刻的な影響を及

ぼしている感染症です。発熱や喉の痛み、咳、強いだるさが長期間

続くことが特徴であり、感染しても軽症であつたり、気づかず治る例

もありますが、高齢の方や基礎疾患のある方は重症化する可能性も考

えられるため注意が必要です。

現時点では、飛沫感染と接触感染が感染経路と考えられており、

日常生活でできる予防として、「手洗い」がもつとも重要です。

また、他者に感染させない取組みとして、咳やくしやみの症状が

ある方|よ、手ではなく、ティッシュ・ノヽンカチ、上着の内側や袖で覆

う、「咳エチケット」の実施が推奨されています。

◆日本食品衛生協会の取組み

日食協では、支部からの要請を受け、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため食品等事業者の店内

に掲示できる「口亥エチケット」の実施を啓発するチラシを作成し、データを無償配布しました。その他、

支部・支所における事業運営支援のため、緊急物資の特別頒布を実施しました。

なお、開催を予定していた理事会、事業運営委員会ならびに各種講習会等については、開催見合わせ

としました。

また、「あんしんフー ド君」の対応につきまして|よ、5ペー

ジにて紹介しています。     :  | ‐

◆関連情報ホームページ
●新型コロナウイルス感染症について (厚生労働省)

httpsプ /www.mhlw.go.ip/Stf/seisakunitsuite/

bunya/0000164708_00001.htrnl
●新型コロナウイルス感染症で影響を受ける食品事業者の皆様へ(農林水産省)

https://www.mafF gO.ip/j/Shokusan/saigai_r2‐ march,htmI

●新型コロナウイルスに関する相談窓□ (日本政策金融公庫)

httpsi//www,ifc gO ip/n/finance/saftynet/covid_19.htmi

国立感染症研究所HPよ り

日食協作成「咳エチケット」実施啓発チラシ



椰 ヽ

=鸞
‐

2月 18日 (火 )午後 2時より、食品衛生センター
6階会議室にて、第 9回組織改革委員会を開催いた
しました。

今回は新委員 (第4期委員)が委嘱されて初めての

開催となるため、委員長に岡山委員 (奈良県支部)、

副委員長に五藤委員 (愛知県支部)な らびに三階堂
委員 (熊本県支部)を選任し、
同山委員長を議長として議事

が進行されました。

はじめに、改正食品衛生法に

岡山委員長

1  鳳
基づく政省令等の状況について事務局より報告した

のち、会員増強モデル支部事業の進捗状況について、

各モデル支部よりこ報告いただきました。協議事項

では、会員増強への今後の取組みについて活発な意

見交換が行わねました。
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都道府県市食品衛生協会を対象に行つた「行政 (保

健所)との連携状況等の調査」について事務局より

説明し、各支部における行政との連携状況や会員増

強を目的とした食協活動の事例、今後の取組みにつ

いて意見交換を行いました。

現状では、行政との連携関係が良好な支部と、そ

うでない支部があり、HACCPの制度化を足がかり
にお互いの役害」や立場を理解し、協力しあえる関係

を築いていきたいという意見があ りま した。

HACCPに 沿つた衛生管理の指導に関して、中心と
なる食品衛生指導員の能力の底上げや意欲の向上を

目指し、体制を整えていくことが今後の課題として

挙げられました。

本委員会で挙がつた意見や課題を今後の食協活動

に活かし、各支部の活動がより活性化されるよう、

各支部での状況と今後の取組みについて意見交換を行いました

|■■■■■■■■■|■|■|■■■|
(総務部 布藤 香)
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2月 21日 (金 )午後 2時より食品衛生センター6
階会議室にて第7回福利厚生委員会を開催しました。

今回は委員長に黒木委員 (宮崎県支部)、 副委員

長に田久保委員 (千葉県支部)ならびに直江委員 (石

川県支部)を選任し、黒木委員長を議長として議事
が進行されました。
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事務局より、令和元年度における「あんしんフー

ド君」推進の取組みならびに加入実績と共済金支払

い状況等のほか、新型コロナウイルス感染症の対応

についての説明を行いました。
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近年、全体加入件数が大幅に減少し、また「あん

しんフード君」の増加率も鈍化傾向にあります。こ

の現状を打開するにあたり、加入推進リストを用い

た普及推進員との連携および制度改定を利用した推

進施策に取り組んでいただくため、各食品衛生協会

の取組みや課題等の意見交換を行いました。
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「あんしんフー ド君」の補償項目拡大により求めら

れる専門的な知識や、事故の多様化による事故件数

の増加により、ますます普及推進員の役害」が重要と

なつています。そこで普及推進員との連携強化につ

いて、こ意見をいただきました。
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努めてまいります。

「食品営業賠償共済制度」は、消費者保護と食協会

員の経営安定を目的に低廉な掛金で運営をしていま

す。しかし、対策を講じずに同様の事故を繰り返し

発生させる加入者が一部いるため、このような事故

頻度の高い加入者に対する継続手続きについて、食

協への影響を踏まえたこ意見をいただきました。

本委員会の意見を踏まえ、今後も食品営業賠償共済

がより良い制度になるよう三井住友海上火災保険(株)と

協議を重ね、「あんしんフード君」の

普及推進に努めてまいります。

(共済部 児玉 不日佳奈 )

黒木委員長

桑崎専務理事の冒頭あいさつにより委員会が開催されました
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一本年6月 より施行されるHACCPの 制度化に向
け、日食協では飲食店事業者や小規模な製造事業

者をはじめ、HACCPに基づく衛生管理の事業者
向けの研修会を各種行つています。

特に令和元年度は、農林水産省補助事業により、

食品製造業を対象 と して全47都 道府県 にて
HACCPの考え方を取り入れた衛生管理研修会を
実施 (147講座、3,496名参加)したほか、厚生

労働省委託事業により飲食店事業者を対象とした

講習会を全国7会場 (う ち ]会場は中止)、 日食協

人材育成事業として飲食店向けの研修会のほか、

HACCPに基づく衛生管理にかかわる研修会を下

令和 2年度上半期は実施しません
指導者養成研修の受講要件

実務管理者研修もしくは HACCP導入に関する研修
と同等の研修を受講後、当協会の実施する妥当性確認

検証研修の受講が必要です

表のとおり実施したところです。

令和2年度上半期におきましては、農林水産省

補助事業の輸出施設認定加速化等支援事業によ

り、HACCPに基づく衛生管理にかかわる研修会
を各地で開催するほか、例年受講希望者の多い

HACCP指導者養成研修につしヽては、大阪および
東京にて実施することとしました。上半期におき

ましては、輸出支援事業の研修会開催を中心とす

るため、日食協事業として実施 してきました

HACCP基礎研修および実務管理者研修につきま
して|よ、下半期に開催を予定しヽたします。

(公益事業部 岡本 愛 )
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飲食店事業者向け 簿 労省委託】
全国6会場 (山形市、広島市、福山市、北九州市、
神戸市、横浜市)i499名受講

全国‐場 ||(5■6月)1予定

飲食唐事業者向け i圏食協事業】
全3回 :202名受講 東京■明 2日●(火)

食品製造事業者向け 【農水省補助】
全国47会場 (14フ講座 i3,496名参加) 実施な|し
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全国4会場 :154名受講 〔東京サラヤい委託〕
日
食
協
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「基礎」(1日間):全3回 314名受講
「実務管理者」(3日間)i全5回 221名受講
「妥当性確認・検証」(1日間):全5回  188名受講 東京■6月191日(火)|1大阪■‐6月1115日 (月 )

「指導者養成」(2日間):全 ]回 49名受講
師
■
示

大
一東 鋸8認長ヽ:こ瞥|
農水省補1助■輸出‐支援人材育成

※

令和 2年度上半期の各種研修会のお申込方法等は日食協ホームページにて 3月下旬より順次公開いたします。

HA‐CCPに基づく衛生管理の研修会ステ
'プ

|

指導者a

募新努l, 導入
||1畿 1,11 :魏

食品製造事業者向け研修会の様子



本年度も標記事業にこ協力いただきましてありがとうこざいました。全国56支部418会場で
85,362名の参加者に、ノロウイルスにつしヽての各種講習会や手洗い教室や嘔吐物処理教室等を開催し
ていただきました。

全国の各会場の参カロ者からは「ノロウイルス食中毒のこわさをあらためて感じた。手洗いや健康管理

の重要性を従業員にもきちんと指導していきたい」、「適切な嘔吐物処理方法を疑似体験でき、参考になつ

た」など、たくさんの反響をこ報告いただしヽています。

次年度も引き続きこ協力のほどよろしくお願いいたします。         (総 務部 布藤 香)

摯織傷
北海道 9 553
青森県 4 305
岩手県 9 305

:鷲菫: 宮城県 3 192
秋田県 26 3,197
山形県 1 90

福島県 12 770
札幌市 3 140
仙台市 3 146
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群馬県 3 259
埼玉県 5 1,678

千葉県 3 31.383
東京都 1 6]

神奈川県 3 52

新潟県 10 l,077

山梨県 2 87

長野県 13 677

藩
一難
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さしヽたま市 5 363
横浜市 3 2,050
川崎市 13 1,228

判
翻
圏

瘍
富山県

魃

3 1,640

石川県 2 336
福井県 1 154
岐阜県 13 13,957

静岡県 9 2,189

愛知県 13 1,384
一譲
議
三重県 6 615
名古屋市 3 273

葉簿1 滋賀県 7 494

機  京都府 9 376

燃
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類
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大  阪 4 417
兵庫県 4 212
奈良県 3 1,060

和歌山県 9 648
京者Б市 1 142
神戸市 2 194

(総務部 布藤 香)

|=奮
=::薄蓄

雛
=苺
I=

舞
舞
毅
一一一爾

鳥取県 4 317
島根県 23 1.003

岡山県 5 998
広島県 13 561

山口県 5 437
徳島県 6 293
香川県 6 240
愛媛県 15 824
高知県 2 234
広島市 12 1,400

難
一難
一雛

福岡県 15 3,126

佐賀県 37 2267
長崎県 ]3 1 127

熊本県 6 507
大分県 10 415
宮崎県 16 1,690

鹿児島県 3 627

一鷲
織経

沖縄県 1 109
北九州市 4 269
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令和2年度 圏食協 年間菫襲行事
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濾君lの新型週 感染症対応斤閉 輻
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まだまだ猛威を奮つている新型コロナウイルス感染症の補償範囲について、多数の質問が寄せらねております。

そこで、今回は皆さまに参考になりそうな質問をビックアップしてみました。

鳥醗識鍬∬IFダイ)マば 1ヽ彎

き1暑夕』昴 警岬
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襄雉纂警デi馨:13メ:
9111[鷺護簿哲諄寇たま湛饉製藉羹易ヽ爵凩馨器
|        が施設―を利用しt‐ 施設の汚染が疑わ

程鍵ξ宮垢朧颯覇託晩翠:緊盗難塾し〒ⅢI

農鮮子Ⅲ y麒 執露lm.|1     滅轟魂レ
(公社)日本食品衛生協会 食品衛生研究所では、食品の検査や品質管理等の業務に携わる方がたへの

知識、技術の向上を支援する実習研修事業を開催しております。

各研修会とも、知識。経験豊富な各分野の第一人者に講師をお願いし、わかりやすく、皆さまの業務に

役立つ内容となつております。

ぜひ、参加をこ検討いただきますようお願い申し上げます。

令和2年度 (2020年度)上半期 実習研修開催予定   伶和2年 3月 13日現在)

※新型コロナウイルスの影響のため、開催時期が変更となる場合がこざしヽます。あらかじめこ了承ください。

※日食協ニュース2月 号 (No 563)にて、3月 13日開催「食品の美味しさの評価に関する基礎的な実習研修」のこ案
内を掲載いたしましたが、やむを得ず開催中止となりましたことをこ報告いたします。

(検査事業部 布村 俊治 )

1開催予定 :議螢 会■警11:=| 購 鞭
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理化学試験の基礎実技研修 1日 24 食協会員 25,300円
一   般  29,700円

食品微生物検査実習 (入門編 1日間コース) 1日 24 食協会員 27,500円
一   般  33,000円

異臭クレーム対応のための官能評価講習会 (基礎編) 1日 36 食協会員 27,500円
一   般  33,000円

《新規テーマ》
食品製造の現場における防虫防鼠管理を有効的に進め
るための基礎研修

1日 36 食協会員 27,500円
一   般  33,000円

食品微生物検査実習 (基礎2日間コース) 2日 24 食協会員 45,100円
一   般  50,600円

食品微生物検査実習
(黄色ブ ドウ球菌・大腸菌・大腸菌群・腸内細菌科菌群
2日 間コース)

2日 24 食協会員 45,100円
一   般  50,600円



増えている汚損事故 施設リスクにも「あんしんフード君」がおすすめ !

「あんしんフード君」。「食品営業賠償共済」共済金の支払い状況

t

事故リスクはあなたのすぐそばに… 給仕中の汚損事故 !

をお豪赫議発お意うお嵐
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1

食
中
毒

カンピロ

バクター
20190817 茨城県 水戸

スーパー

あんしん

フード君

飲食店

8.500

600
傷 :24.900

提供した料理によるカンピロ

バクター食中毒。
|

賠

特

計

143,254
14,325
157579

2 サルモネラ 20191220 愛媛県 松山市 レギュラー す し
2,700

1.000

壮連
主母

製

中

販売した弁当による食
賠

特

計

498,560
50,156
548,716

3
ノロ

ウイルス
201911 10 愛知県 豊田市 レギュラー す し 4,200

提供した料理によるノロウイ

ルス食中毒。
14

賠

特

計

]16,160
11,916
128,076

4 アニサキス 20191230 静岡県 静岡市
あんしん

フード君
飲食店

０

０

０

０

提供したしめサバによるアニ

サキス食中毒。
1

賠

特

生

計

67,090
6.709
7,000
80799

5 クドア 20200125 大分県 豊後大野 レギュラー 飲食店 2,700
提供したヒラメの刺身による

食中毒。
8

賠

特

計

125,390
12.839
138,229

6

異
物
混
入

異物混入 201911 16 福岡県 京築 レギュラー
仕出し 弁当
食料品販売業

6500

製造 販売した弁当内の八ン
バーグに害」箸の一部が混入し

ており、喫食したお客さまが

国内を負傷した。

1

賠

特

計

362.400
36,540
398、 940

7

施
設
賠
償
事
故

施設リスク

20191220 愛知県 ―宮
あんしん

フード君
飲食店 24000

店舗駐車場に設置していたの

ぼりが倒れ、駐車車両を破損

させた。

0
施 : 421,322
特 : 42,132
計 : 463,454

8 20200108 福岡県 京築
スーパー

あんしん

フード君

仕出し 弁当
飲食店

]1,000

2,700

傷 :10,900

店舗敷地内のテントが強風に

あおられ、通行車両に衝突し

破損させた。

0
施 :  167,627

特 :   16,763

計 1  184,390

9 20200108 広島県 尾道
あんしん

フード君
飲食店

8,500
900

店舗外に設置していたのぼり

が強風で飛び、駐車車両を破

損させた。

0
施 :  65,076
特 :   6.508
計 ,  71.584

謝 ,―スク 20■9112110 兵庫県 顆 ,鍵 飲食店 815001電灯1辟う:「: 10
施
一特
事
叫
職

l 漏水リスク 20191015 東京都 赤坂
あんしん

フード君
飲食店

０

０

０

０

６

９

９

６

２

床の清掃をした際、防水され

ていない箇所に水を流したた

め漏水し、階下の店舗を汚損

した。

0

施

特

計

1,889,204
188,920
2.078,124

1

そ
の
他

被害者

治療費等
20200101 長野県 長野市

あんしん

フード君
旅館 (甫 ) 23,300

店舗駐車場で宿,自客が雪で滑

り転倒し、足を骨折した。各

種費用にて入院見舞金を支払

つた。

1

被

計

100,000
100,000

※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。

支払い日(202021～ 229抜粋)
※こ加入された支部 支所と営業所在地が異なる場合があります。
【訂正】R23月号 No9の漏水リスクの事故発生日が誤つておりました。
(I)120191109 (誤 )120201109

賠 :生産物賠償金、施 :施設賠償金、受 :受託賠償金

特 :特別費用、被 :被害者治療費等、生 :生産物自体の損害

計 :合計共済金
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日本国内で輸送 :保管される現金・」ヽ切

手等についてt盗難・火災などの事故に
よる損害を包括的に補‐償します: ‐ |

特徴奪翼鶴畿饂t■   ‐  |‐ | |‐
支払限革零‐年■限こレζ蝙冒零寒零年堡
険金としてお支払します| ‐■‐||‐
購機鵞警瞳豊轟鶴爆 ||   ■ |■
第三者に拾つていただしヽた際の拾得者ベ

の報労金等の費用もお支払します61‐  ‐
※このチラシはマネーワン(マネニ包括保険)の
概要を説明したものです。保険金をお支払で
きない場合等、詳細については、|バンフレッ|

卜にてこ確認ください。   |  ‐ ‐ |

ォプションで補償される主な保険の対象は以下のとおりです。

プリペイ ドカニド
(図書カード:ス‐パニ

マーケツト用カード等)

現金盗難等補償特約は現金(売上高等):月 切ヽ‐手などの盗難・火災等に対する備えをいたします。
こ興味のある方は、お近くの普及推進員までお問い合わせください | ‐   ‐ ||
取扱幹事代理店 :株式会社フーードセ■フティ企画 住所 i東京都渋谷区神自前261(4階 )丁巨L:.03-3796-3631

‐         ‐       承認番号 :B19102415 使用期限 :2021/3/15

お客さまの

生涯を見つめる

ジブラルタ生命

ジブラルタ生命保険株式会社
本社/〒 100-8953東 京都千代田区永田町 2中 13-10

(  ガ 勤 レタ鏡 饉議‐■k^― ジ 簸tttps″w撃警 .苧 鰺‐隔鰺・こゆ瀞 プ )

コ」レセンタ0120爛 37口 2269
【受付時間】平日9:00～ 1800土 曜 900～ 1700

(日曜 祝日 12/31～ ]/3を 除く)

の Gilbraltar

rl事   ||
ギーフト券|・
商品券

来使用有効期限が設定されている場合は、
.こ
れを経過した後のものは含

みません9‐また、電子マネ■、キャッシ三ヵ
ニド、デビツトカード、

クレジットカ■ド等は保険の対象には含志れませんので、こ注意くだ

莱薦響基暮1違二し,|よ懃着こよる壇≦
=‐

皇轟、あ鷹鍵取不
1定等の事務的間違いによる損害1本補償の対象外となりますので、こ注
1意ください。 | ‐       ‐ ‐・    ■

~ 
ジブラルタ生命



襴 鶉
ハンドブツク

第 1畿

※表紙デザインは変更となる場合が

こざいます

○食品衛生法と関係法令 i30分

②最近の食中毒の発生事例 :30分

③食品衛生指導員活動について :60分

④管理運営基準とHACCPによる衛生管理 :90分
⑤食品衛生における危機管理 :30分
※苦情対応、平常時・緊急時の対応

⑤実務研修

素よ倉しますF≦薬‐二暫暮導葉て言

`ν

「「す。やFヤ下彎
習剣引い… ‐タ

春繰講
=難

轟費1摯姜阜

'ヽ

ン||ブ ,―ク|1本
第 1章 食品衛生法と関係法令
第 2章 最近の食中毒の発生事例
第 3章 食品衛生指導員活動について
第 4章 一般的な衛生管理とHACCPによる

衛生管理

第 5章 食品衛生における危機管理

‐ 1 ・■■‐ |■ |'1摯 |■摯 摯 攣 摯||,,警
"摯
1■|■奮 ,●1警年

''■
1摯11‐摯事:撃■警■撃 讐 |■■1●■

参考資料                   :
■■
''●
■■
'|■
|,|1響■‐摯摯摯警,警■■摯|1警警1■'■…

彎摯響 ‐警警摯ギ警軍警Tl■ |←F11

画 ‐師 ¬
・ "・

ツ
・・
●本暉園岬■押叩甲 2020年 4月発刊

皆さまにこ愛読しヽただいております月干」「食と健康」につきまして、2020年 4月 号より特集を2本から 1本
に変更しヽたします。また、特集記事をカラTページにすることで質の向上、内容の充実と読者にとつて見やすい

誌面構成となるようにしヽたします。今後とも月干」「食と健康」ならびに「食品衛生研究」をよろしくお願いいたし

ます。

鉤  骰曲聰蝙予■皐
食と健康

食品衛生研究 軋謝壁薦邊異肇菫皇皇鳥桑1嵩鷹:
|‐轟轟森■■凛ⅢⅢ二:二

=:議

:::二:∴二二二二::二二::::二
=:::二

:ふ二議嵐:よ鳥鳳瘍
=議
::轟議
=:1二=:=轟
鳥ど

定期購読 書籍のご注文、お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 出版部普及課まで
丁EL 03‐3403‐ 2114 FAX 03…3403‐ 2384 メーJレアドレス fukyuuka@jfha.or.jp

編集
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